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１．事業の目的と実施内容、検討方法、実施経緯

（１）目的

　公共建築物等木材利用促進法の施行以後、全国の市町村において木造建築に対する

関心が高まっている。しかし、長い年月の間、木造建築が建設されてこなかったことか

ら、事業責任者は木造建築に対する漠然とした不安感を持っていると共に、事業決定者

や施設管理者等を理解させるための資料等が不足している。また、近年の木造建築の進

歩や環境・地域経済への寄与についての見識も低く、木造建築への決断ができないのが

現状である。

　このことから、木材・木造建築が、鉄骨造や鉄筋コンクリート造に比べて物性的に優

れている点等について示すことにより、木造で建築することの地域経済への寄与等を含

めた価値・効果を事業責任者・施設管理者また事業決定者（首長等）に理解して頂くこ

とで、木材利用・木造建築建設の促進に役立てる。

（２）実施内容

　木材・木造建築が、物性的に優れている点として取り上げたテーマは以下の７つであ

る。テーマ１～４とテーマ５～７では検討のために実施した内容が異なる。

《物性的検討項目》

テーマ１　木材・木造建築は地球環境にやさしい

テーマ２　木造建築の耐久性（木造建築の寿命は短くない）

テーマ３　木造建築の防耐火性（木造建築は火災に弱くない）

テーマ４　木造建築の耐震性（木造建築は地震に弱くない）

テーマ５　木造建築の施工性（木造建築は施工期間が短い）

テーマ６　木造建築の工事費（構造別工事費の比較）

テーマ７　木造建築の解体工事費（構造別解体工事費の比較）

■テーマ１からテーマ４について（文献収集と物性的検討）

　既往の知見のうち木活協では、平成25年度、26年度に国交省事業により、木材、木造

建築に関する調査、研究文献の収集をはかった。しかし、収集状況は充分とは言えず、

また近年も刻々と開発研究が進んでいることから、新たに近年の調査、研究文献等を中

心に収集を図り、先に収集したものと合わせて分析・検討・整理を行った。

■テーマ５からテーマ７について（モデル設計、文献調査、業者への聞き取り調査等）

　これらのテーマでは既存文献がほとんど見受けられないため、別の手法で資料の収集

を行った。

　テーマ５については、文献調査と国の統計資料による調査の２種類の方法により比較

を行い検証した。テーマ６については、既存の木造建築物を鉄骨造、鉄筋コンクリート

造に置き換えたモデル設計を行い比較を行い検証した。テーマ７については、解体業者

の協力を得て既存の解体工事費の比較、またモデル設計に基づいた比較を行い検証し

た。

（３）事業の検討方法

　始めに学識者等による委員会及びWGを設けて調査項目の検討・決定を行った。テーマ

決定後、各テーマ毎にその分野について見識が高い研究者を当て情報収集・分析を行

なった。研究者は、情報収集・分析した結果をＷＧに報告した。委員会は、ＷＧから提

出された資料に基づいて科学的な見地から精査した。ＷＧは、コンサルタントの協力を

得て、本報告書第２章を取りまとめた。
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（４）事業の実施経緯

第1回ＷＧ　平成28年6月20日（月）

（1）事業実施計画、担当テーマについて

（2）作業スケジュールについて

（3）各テーマの纏め方について

第１回委員会及び第２回ＷＧ　平成28年7月8日（金）

（1）事業実施計画について

（2）テーマ担当者と作業スケジュールについて

（3）各テーマの纏め方について

第１回ＳＷＧ　平成28年7月26日（火）

（1）テーマ２についての調査方針の打ち合わせ

第３回ＷＧ　平成28年9月5日（月）

（1）各テーマの進捗状況確認

（2）今後の方針の確認

第２回ＳＷＧ　平成28年9月26日（月）

（1）テーマ５、６、７についての進捗状況確認

（2）今後の方針の再確認

第２回委員会及び第４回ＷＧ　平成28年10月4日（火）

（1）各テーマについての中間報告

（2）今後の方針の再確認

第５回ＷＧ　平成28年12月6日（月）

（1）各テーマの進捗状況確認

（2）今後の方針の再確認

第３回ＳＷＧ　平成29年1月19日（木）

（1）各テーマの纏め状況確認

（2）纏め方の微調整の確認

第３回委員会及び第６回ＷＧ　平成29年1月23日（月）

（1）テーマについての報告書内容確認

（2）報告書内容について微調整の確認
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２．事業期間
　

　平成28年5月9日より平成29年2月28日

３．実施体制及び担当者

■　木材・木造建築の物性的特質検討委員会

委員長　大橋好光　（テーマ４担当、東京都市大学 工学部建築学科 教授）

委　員　有馬孝禮　（テーマ１他担当、東京大学 名誉教授）

委　員　小松幸夫　（テーマ２担当、早稲田大学 創造理工学部建築学科 教授）

委　員　中島史郎　（テーマ１担当、宇都宮大学 地域デザイン科学部　建築都市デザ

　　　　　　　　　　イン学科 教授）

委　員　萩原一郎　（テーマ３担当、国立研究開発法人 建築研究所 防火研究グループ　

　　　　　　　　　　長）

委　員　吉田倬郎　（テーマ５・６・７担当、工学院大学 建築学部 名誉教授）

■　検討ワーキンググループ（検討ＷＧ）

主　査　大橋好光　（東京都市大学 工学部建築学科 教授）

委　員　五十嵐賢博（テーマ２担当、株式会社　綜建築研究所）

　　　　田辺　勤　（テーマ２担当、株式会社　綜建築研究所）

委　員　大嶽陽徳　（テーマ１担当、宇都宮大学 地域デザイン科学部　建築都市デザ　

　　　　　　　　　　イン学科　助教）

委　員　緒形多江子（テーマ５担当、木の建築フォラム　緒形建築設計室）

委　員　河原　大　（テーマ３担当、東京大学大学院　農学生命科学研究科　生物材料　　

　　　　　　　　　　科学専攻）

　　　　　　　　　　木質材料学研究室　特任研究員）

委　員　白石　梢　（テーマ６担当、株式会社　アービア設計事務所）

委　員　塚崎英世　（テーマ４担当、職業能力開発総合大学校　能力開発院　助教）

委　員　宮越喜彦　（テーマ７担当、木の建築フォラム　木住研）

■　行　政

服部浩治   (林野庁木材産業課木材製品技術室　課長補佐）  

原　章仁　 (林野庁木材産業課木材製品技術室　住宅資材技術係長）

  

■　コンサルタント

ＮＰＯ法人　木の建築フォラム　理事　神田雅子（アーキキャラバン建築設計事務所）

■　事務局

永田顕聖　櫻井一也　松留菜津子（一般社団法人 木を活かす建築推進協議会）


